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団体名 下北沢コンシェルジュ協会 

添付資料１ 

事 業 計 画 書 

事業種別  ☑ 課題解決事業  □ 提案型協働事業（継続団体のみ） 

事業名称 下北沢まち案内とまち歩きツアーの運営 

１地域貢献、２費用対効果 

解決を目指す地

域課題や社会的

課題 

下北沢に来訪する人へのまち案内とまち歩きツアーをボランティア

が提供し、ボランティア有志による音楽ライブ開催により来訪者が

下北沢を楽しむための支援をします。 

実施場所 下北沢駅東口改札前広場内及び下北沢周辺散策 

期待される具体

的な区民・地域へ

の波及効果 

下北沢駅来訪者へのまち案内とまち歩きツアーによる利便性の向上

と、ボランティア活動参加による地域に関心を持つ意識の向上 

駅前での合法的な屋外演奏機会を提供することによる、無許可の路

上ライブの抑止 

成果目標 まち案内実施日数の増加とまち歩きツアーの再開 

成果目標の測定

方法 
ボランティア人数、まち案内利用者数、まち歩きツアー参加者数 

事業の対象者・予

定人数 
ボランティア 20人、まち案内 2500人、まち歩き 100人 

総事業費        1,445,600円 

補助金目標額 

（寄附目標金額） 
       1,204,000円 （寄附目標金額：904,000円） 

寄附金上限設定

額 
（設定する場合入力） 1,300,000円 

３新規性・創造性 

事業概要 

（200～250字程度に） 

１．まち案内 

世田谷区が令和 6 年まで駅前に設置したコンテナハウスで、まち案

内を実施していましたが、その撤去により世田谷区から新たに貸与

されたワゴンを使って継続しています。ワゴンだけでは、雨天時にま

ち案内をすることができず、それが原因でボランティアの確保が困

難となっているため、ある程度の雨天時にもできるようにすること

で、まち案内の開催日数を増やします。 

 

２．まち歩きツアー 

令和元年まで実施しており新型コロナウイルス対策をきっかけに休

止していた、まち歩きツアーを今年度から再開します。 

４実現可能性 

事業実施期間  令和 7年 7月 15日 ～ 令和 8年 3月 31日 

実施内容 

（いつ、だれが、何

※補助金交付決定後、事業開始から終了までスケジュールをご記入ください。 

実施月 内  容 
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団体名 下北沢コンシェルジュ協会 

をするのか等、実施

する内容を具体的に

ご記載ください） 

7月 案内所雨天・防寒対策検討、ツアー内容検討 

8～９月 案内所雨天対策実施、ツアー準備 

10月～ 案内所開所日数拡大、ツアー開催 

11月～ 案内所防寒対策実施、ツアー開催 

  

トラブルへの対応 

（想定されるリスク

とその対処方法） 

駅前広場の利用制約の発生に備えて、関係各所との日常的な調整を

図る 

５将来性 

今後の展開 

＊事業の発展や自

立に向けての目

標・考え方など 

獲得したボランティアが次のボランティアの世話をするような体制

を作り、ボランティアの世代交代があっても、継続してまち案内とま

ち歩きツアーを開催できるようにしたい。収入については、区の工事

用地と公道上での活動のため商業団体（企業や商店街など）の直接支

援を今後も受けられないため、協賛金の割合を高めることが必要と

考えている。そのため協賛団体に魅力のある活動を目指したい。 

８・９ クラウドファンディング 

実施希望時期 

（最大３か月） 
 令和７年 9月 1日 ～ 令和７年 11月 30日 

寄附を募るター

ゲット層 
下北沢でのボランティア活動を応援したいと考えている人達 

広報活動計画 SNSでの告知、案内所での掲示、関係各所への対面説明 

寄附目標額を達

成しなかった場

合の対応 

事業規模を縮小して活動する。優先度としては、雨天対策を優先し、

ツアー再開は目標人数を下げるなどして対応する。 

寄附目標額を超

えた場合の対応 

事業規模の拡大に努める。特に、6年前の団体発足当時は、まち案内

を二人体制で 1 組 2 時間半の 3 交代制で終日運用していたが予算縮

小により、現在は一人体制で 1 日 1 回 2 時間半のみにしておりトイ

レなど離席時には閉所している。予算が十分になれば、二人体制又は

1日複数回の交代制に戻したいと考えている。 

その他 

その他 

＊提案する事業と団

体の特徴、専門性、

実績、提案、事業実

施に向けたアピー

ルなど 

当団体は、本提案事業に係る活動を専業として、資金面での後援団体

を持たずに、管理・運営を含むすべてをボランティアで実施してい

る。平成 30年の設立から活動の規模を増やして、令和 5年の年間ま

ち案内利用者数は 7,653人となった。しかし、設備の変更により雨天

時中止としたことから、まち案内ボランティアが離れてしまい開所

日数が軽減し、令和 6 年の利用者数が 5,505 人に減少したため、本

提案事業により、その回復と、休止している、まち歩きツアーの再開

を志したい。 

 

  



［令和7年度市民活動支援事業　様式］

添付資料２　 ６資金計画

団体名 下北沢ケヱサゥラザャ協会

内　容 金額（円） 内訳（積算根拠）

会費及びﾂｱｰ参加費等 546,000

会費3000円×10人
協賛金3000円×2件
ヂ゠ヺ参加費5000円×20人×5ン月　等

せたがやキョビゟヱ 1,204,000

0

1,750,000 ※事業計画書「総事業費」、【支出】合計と同額

内　容 金額（円） 積算根拠（品目ヹ単価ヹ数量等）

人件費 謝礼費 270,000 1000円×360人日×9/12（7月～3月）

[小　計] 270,000

報償費

[小　計] 0

交通費 移動費 2,000 備品購入の運搬に係る交通費

[小　計] 2,000

需用費 消耗品費 20,000 まち案内及びヂ゠ヺ用筆記具などの事務用品

印刷費 45,000
まち案内用地図の印刷用
フヨヱテォヺテヨチザ5000円×9個

事務機器費 50,000

東京観光案内事業貸与備品（ソピリチテ端末）の買
い替え（雨天対応）
端末代50000円

事業収支予算書

☆今回提案する事業に要する予算のみ（×団体の年間予算）を入力してください。

【収　入】

【支　出】

☆日常の運営経費（日常運営に要する人件費ヹ消耗品費、事務所賃借料、光熱水費等）は補助対象外です。
　　必ず、募集要領５．補助対象経費をご確認の上、ご作成ください。

他補助金

【収　入】　合　計

費　目

自己資金

区補助金

費　目

補
助
対
象
経
費
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内　容 金額（円） 積算根拠（品目ヹ単価ヹ数量等）費　目

備品費 110,000

設備費 80,000

[小　計] 305,000

役務費 街歩きヂ゠ヺ運営費 400,000 4000円×100人

振込手数料,印紙,郵送費
2,000

[小　計] 402,000

委託料 業務委託費 162,000
ョアピ設営ヹ運営ヹ撤去作業費
日当9千円×2人×9回

[小　計] 162,000

通信費 45,000 5000円×9ォ月（7月～3月）

[小　計] 45,000

その他

[小　計] 0

1,186,000 ※事業計画書「補助金要望額」と同額

内　容 金額（円） 内訳（積算根拠）

懇親会費 30,000 提案事業に係る経費ではない

廃棄費 100,000 提案事業に係る経費ではない

通信費 15,000 4月～6月分

謝礼費 90,000 4月～6月分

音楽使用費 6,600 年額のため対象から除外

241,600

備品費と設備費で、ペョヱツァ゠人数増員と夏期冬
期の開所継続のための設備及びヂ゠ヺ実施時の機
材を整備する
【ロゲヱ屋外対策】
>雨天用ロゲヱ設備 5万円
>保管場所設備 5万円（DIY予定の材料費）
>夏期備品 2万円（送風機器）
>冬期備品 2万円（暖房機器）
【音楽ョアピ屋外対策】
>屋外音響備品 3万円
>屋外照明備品 2万円
【ヂ゠ヺ再開準備】
>シヒヺォヺ付ボアキ備品 9千円×2台

使用料ヹ賃
借料

補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
外
経
費

[補助対象経費　計]

費　目

[補助対象外経費　計]
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内　容 金額（円） 積算根拠（品目ヹ単価ヹ数量等）費　目

1,427,600 ※事業計画書「総事業費」、【収入】「合計」と同額

☆必要に応じて、行を増やしてご作成ください。

【支　出】　合　計

3 / 3 ページ
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団体名 下北沢コンシェルジュ協会 

添付資料３ ７実施体制 

団 体 の 概 要 

  

設立年月日 

（活動開始） 
2018年  6月  4日 

法人番号 

（該当団体のみ） 
 

団体の設立目的 

下北沢（世田谷区北沢、代沢、代田、大原、羽根木を含む地域）の案内

及び情報提供をすることを通じて、下北沢に訪れる人々に役立つことを

目的として活動しています。 

主な活動分野 

ボランティアによる下北沢駅前でのまち案内 

まち案内ボランティアによる音楽ライブ 

下北沢に関連するまち歩きツアーの運営 

社員数・会員数
（うち世田谷区

在住） 

10人 （うち世田谷区在住  9人） 

会費 有 （ 年額      3000円） 

主な活動地域 下北沢（世田谷区北沢、代沢、代田、大原、羽根木を含む地域） 

主な活動実績 

令和 4年まち案内利用者数：4,047人 

令和 5年まち案内利用者数：7,653人 

令和 6年まち案内利用者数：5,505人 

運営状況（直

近３年間） 

 令和 6年度 5年度 4年度 

総収入 598,177円 887,011円 1,149,006円 

総支出 682,828円 849,315円 874,160円 

損 益 -84,651円 37,696円 274,846円 

過去のクラウ

ドファンディ

ング活用実績 

無 

当年度の活動

予定 

１．まち案内の継続における規模拡大 

１．１ 雨天時の案内所開所によるボランティアの獲得 

１．２ まち案内後の音楽ライブ開催によるボランティアの獲得 

２．まち歩きツアーの再開 

事業実現のた

めの体制（人
材、連携・協働

関係等） 

管理体制は従来どおり 2名（まち案内担当及びまち歩きツアー担当） 

まち案内所（ワゴン）については、世田谷区北沢総合支所からの許可を

得て駅前広場内に設置します。まち歩きツアーは、ツアー内容により下

北沢の関係団体と協力又は協働します。 



プレゼンテーション前 文書質問・回答

事櫤名： 韴北沢óÖ案内ÝóÖ歩Â/
�ã運営
団体名： 韴北沢�ン"�ル#ュ櫄霩

Sy.1

質問
�óÖ案内�àÙ¹Ûä�実施日数ã増韻��靁催日数�増ùÌóÎ�Ý·ÿóÎÁ�事櫤収支予算書
àý�å�靋â無檗Üã実施�目指ÌÛ¹�ãÜÌü»À�

霫答
ä¹�目標ÝÌÛä無檗�öËÌÛ¹óÎ�ÔÕÌ�ボラン1�
靾動ä1霫2時韊半Ü�1日à3Ùã
時韊帯�設ÆÛ¿ÿ�荒天時�除Ä毎日最低2時韊半ã靁所�当面ä目指ÌÛ¹óÎ�将甿的à
ä�1日à複数ã時韊帯ã靁所÷目指ÌÔ¹Ý思ØÛ¹óÎ�

Sy.2
質問 �óÖ歩Â/
��ã詳細àÙ¹Û¿櫑½ÄÕÊ¹�

霫答
霙檬ã実績ÝÌÛä�茶摘ô体験/
�Ý橚場バ.�$1�#/
��靁催ÌÛ¿ÿóÎÁ�ÞÖþ
÷靆部団体Ýã疵橂Ü行ßØÔ÷ãßãÜ�今霫ã事櫤採択Ê�Ô場合àä�Ò�þã他à新Ì¹
靆部団体÷韒öÛ�霶öÛ畞案ÌóÎ�

Sy.3

質問
音靰ラ�ブã靁催à¿¹Ûä�現在無檴韼疼上ラ�ブ�行»方�韷þÀã樻Ü音靰ラ�ブà鞠Â込
õßÞ�靾ÀÎ樻àÎ�ãÜÌü»À�

霫答

¹¹½�今年度中àÙ¹Ûä�直接Òãý»ßÈÝ�考½Û¹óÐ��疼上ラ�ブÁ櫴止Ü·�ÈÝ
ã樶発ä引Â続ÂÌóÎÁ�無檴韼ã疼上ラ�ブ�韯àÌÛÌóØÛ¹�方��積櫧的à当事櫤à
鞠Â込õÈÝäÌóÐ��óÖ案内ãボラン1�
靾動à櫙味�持Ö橋続ÌÛ参韻Î�中Ü�Òã人
達àラ�ブ演奏ã飳霩�提檽ÌóÎÁ�屋靆Üラ�ブÎ�ÈÝ�目的ÝÌÛボラン1�
靾動�橿務
ÝÌÛ参韻Î�Ý¹»動飳付Æ�与½�ÈÝä考½Û¹óÐ��

Sy.4

質問
Þãý»àボラン1�
�募集Ì靣得Ìý»ÝÌÛ¹�ãÜÌü»À�óÔ�óÖ案内ùóÖ歩Â/

�ãボラン1�
実施à際ÌÛä�靜々Þãý»ß研修ßÞ�行»ãÜÌü»À�

霫答

 óÖ案内ボラン1�
ã募集àÙ¹Û¡
ボラン1�
募集ä��ン*�ネ.3上ãボラン1�
募集ãポ�*ル �3Üã橁載�ÌÛ¹óÎ�
現在ä無當 �ビ$Üã申Ì込ô人数制限（1�月2名óÜ）ã範囲ÜÎÁ�今霫ã事櫤à採択Ê
�靣得櫾靱à余裕Á出�å�人数制限Á5名ã有當プラン（月靱1595円）ã韻入�検討ÌóÎ�ó
Ô�本年5月Àþ�都畞高校ãボラン1�
靾動à樲�靮修ã単位認定�受Æ�高校生ã研修�始
öóÌÔ�現在ä�ÈãÔöã運用方法�検証中ÜÎÁ�本年度中à単位認定ÁÜÂ�ý»àß�
å�甿年度以降ã橋続的ß参韻�見込ö�÷ãÝ考½Û¹óÎ�ÔÕÌ�ÈãÔöàä�現状ã雨
天時à中止Î�運用Üä困難ßÈÝ÷·ÿ�雨天時à÷運用ÜÂ�ý»à霶善Î�ÈÝÁ檜務Ý
ßØÛ¹óÎ�
 óÖ案内ã研修àÙ¹Û¡
óÖ案内ã研修ä�説明�見靮�疲習Ü構成ÌÛ¹óÎ�説明（所用時韊1時韊）Üä�用意ÌÛ¹�
地図ã紹霨Ý実際àóÖ�歩¹Û地図ã内容�靤認ÌÛ÷þ¹óÎ�見靮（所用時韊1時韊）Üä�
他ãボラン1�
Á実際àóÖ案内ÜÞãý»ß対応�Î�ãÀ�見靮ÌÛ÷þ¹óÎ�疲習（所用
時韊2時韊半）Üä�韯àóÖ案内�ÌÛ¹�ボラン1�
畞霩¹ã÷ÝÜ�実際ãóÖ案内�疲習
ÌÛ÷þ¹óÎ�È�þ�橊Û�ボラン1�
à参韻Î�À�本人à判断ÌÛ÷þ¹�橋続ã意思Á
·�å�疲習�橋続ÌóÎ�本人ÁçÝÿÜóÖ案内ÜÂ�Ý判断ÌÔ後äçÝÿÜóÖ案内�ÌÛ
¹ÔÕÂóÎ�ÒãÔö�óÖ案内�çÝÿÜÎ�ý»àß�óÜä�最短Ü4時韊半ã研修�行
ßØÛ¹óÎ�
 óÖ歩Â/
�ã募集檘è研修àÙ¹Û¡
óÖ歩Â/
�ä�当櫄霩員Á/
�参韻者�引畝Î�ÈÝ�想定ÌÛ¿ÿ�募集檘è研修�現時
点Üä想定ÌÛ¹óÐ��
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プレゼンテーション前 文書質問・回答

事櫤名： 韴北沢óÖ案内ÝóÖ歩Â/
�ã運営
団体名： 韴北沢�ン"�ル#ュ櫄霩

Sy.5

質問
法人靠�有ÌÛ¹ß¹団体Ü·ÿ�又��鞽畔�運営韒õÎîÛ�ボラン1�
Ü実施ÌÛ¹��ÈÝ
÷踏ó½�組織体制面ã充実�3ラブル対応ßÞã韡飳鞽畔体制ßÞäÞãý»à¿考½ÜÌü»
À�

霫答

 組織体制àÙ¹Û¡
組織体制ÝÌÛä�óÖ案内ÝóÖ歩Â/
�à大ÂÄ分À��ãÜÎÁ�óÖ案内àÙ¹Ûã窓口
ボラン1�
ä�È�óÜ約200人ã参韻Á·ÿóÌÔÁ�運営ボラン1�
ä団体発足メンバ�以
後ã追韻ÁÜÂÛ¿þÏ霕題ãóóÝßØÛ¿ÿ引Â続Â霪決策�検討ÌÛ¹óÎ�óÖ歩Â/

�àÙ¹Ûä�È�óÜ÷韟霠�畞案ßÞã段靂Ü他団体Ýã交畣÷韒öÔ櫄疄者Á樻成Ê�Û
ÂÔãÜ�今年度ã再靁à·ÔØÛä同様à運営ÜÂ�ÈÝ�想定ÌÛ¹óÎ�
 韡飳鞽畔体制àÙ¹Û¡
韡飳鞽畔体制àÙ¹Ûä�3ラブル対応àÙ¹Ûä�当櫄霩ã運営ボラン1�
Á内容àýØÛ商
店靏ã櫄疄Ü対処ÌÛ¹óÎ�損靈賠償ù疾務事故時ã櫾銭面Üä�以前à対人�対物ã事故保
険韻入ßÞ�ÌÛ¿ÿóÌÔãÜ�今霫ã事櫤à採択Ê�靣得櫾靱à余裕Á出�å�保険韻入�
選択肢ÝÌÛ検討Î�予定ÜÎ�

Sy.6

質問
今後数年ã靾動�見据½Û�韴北沢ã商店靏Ýã疵橂ùóÖÚÄÿàÙßÁ�靾動àÌÛ¹ÄÈÝ
ä難Ì¹ãÜÌü»À�

霫答

¹¹½�Òã方向Ü検討ÌÛ¹óÎ�
 óÖ案内àÙ¹Û¡
商店靏àä�案内所Ü使用Î�電子飳韣àÙ¹Û電灯檽檩�ÌÛ¹ÔÕ¹Û¿ÿ�他ã�ベン3靁
催時ã案内所設置場所ã靤保àÙ¹Û配畭ÌÛ¹ÔÕ¹Û¹óÎ�韴北沢àä�本年度�韴北沢
�リ
マネ#メン3櫄檂霩�Á発足Ê��Òã中ã靾動項目案ãçÝÙÝÌÛ�óÖ案内�Á出Ê�Û
¿ÿ�発足�ベン3Üä�世田谷樄長Àþ�óÖ案内�Á取ÿ上Çþ�óÌÔ�現時点Ü櫄檂霩Ýä樍
体的ß疵橂�ÌÛ¹óÐ�Á�甿年度以後àÙ¹Ûä�櫄檂霩Ýã疵橂÷検討Î�予定ÜÎ�
 óÖ歩Â/
�àÙ¹Û¡
当櫄霩発足時à比îÛ�óÖ歩Â�有當 �ビ$ÝÌÛ提檽Î�団体�韟櫤Á増½ÛÂÛ¿ÿ�韴
北沢�リ
àÙ¹Û÷ôþ��ý»àßÿóÌÔ�3年後以後àÙ¹Ûä�当櫄霩ãý»à無償ボラ
ン1�
àý�óÖ歩Â/
�àÙ¹Ûä�橋続ã有無�韒öÛ検討Î�予定ÜÎ�

Sy.7
質問 �óÖ案内�à¿Æ��雨天対策àÙ¹Ûã詳細�¿櫑½ÄÕÊ¹�

霫答

·�程度ã雨天時à÷�óÖ案内�橋続Î�Ôöã設備購入àßÿóÎ�
È�Àþ詳細�検討ÌóÎÁ�①雨天時à運搬ÁÜÂß¹ワ�ンã代�ÿÝß�折ÿ畳ô韭ù�②
電灯線設営ÁÜÂß¹場合ãポ�*ブル電源�③屋靆（樄ã事櫤用地ã一部）à·�óÖ案内用
樍ã保鞽場所Ü雨天時à霑物ã出Ì入��ÜÂ�ý»àÎ�防雨設備ßÞã購入�想定ÌÛ¹ó
Î�
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プレゼンテーション前 文書質問・回答

事櫤名： 韴北沢óÖ案内ÝóÖ歩Â/
�ã運営
団体名： 韴北沢�ン"�ル#ュ櫄霩

事務櫥

質問

事櫤収支予算書ã橊費ã詳細�¿櫑½ÄÕÊ¹�
�人件費（謝疞費）ä韷ãÔöà誰à支払»÷ãÜÌü»À�
Òã内容ä�実施甮疃６ペ�#à橫載ÌÛ¹�対象内àßØÛ¹óÎÜÌü»À�
�使用當�賃借當（通信費）ã詳細�¿櫑½ÄÕÊ¹�
団体橊常橊費ßþå対象靆ÝßÿóÎ�

霫答

¹Ï�÷�対象Ýß�橊費Ü·�Ý�以韴ãÝ¿ÿ考½Û¹óÎ�
 人件費àÙ¹Û¡
人件費ä�óÖ案内ボラン1�
íã交通費補助ãô�支払¹óÎ�
以前ã�世田谷樄提案樹櫄働事櫤�Üä交通費ÝÌÛ被支檩者Àþã疃収書Ü支檩ÌÛ¹óÌÁ�
4月18日à靁催Ê�Ô�疖痕7年度ÐÔÁù�ラフ�ン！,ャレン#�説明霩Ü靤認ÌÔÝÈ��交通
費精算àÙ¹Û個人Àþã疃収書�一切認öß¹Ýã説明ÜÌÔãÜ�人件費ÝÌÛ支檩Î�ÈÝ
�想定ÌÛ¹óÎ�
 通信費àÙ¹Û¡
通信費ä�駅前à設置Î�ワ�ンÀþ�ン*�ネ.3接続Î�Ôöãモバ�ル通信費ãô�支払¹
óÎ�

事務櫥
霫答

（6月19日）

 人件費àÙ¹Û¡ã内容àÙ¹ÛÜÎÁ�4月ã事前説明霩Üä��交通費精算àÙ¹Û個人Àþ
ã疃収書�一切認öß¹Ýã説明�äÌÛ¿ÿóÐ��事務櫥Àþ¿答½ÌÔ内容ÝÌÛä�以韴ã
通ÿÝßÿóÎãÜ�霶öÛÉ靤認ã程ý�ÌÄ¿韞¹¹ÔÌóÎ�

（霫答）
報償費ÝÌÛ個人à支出Î�場合ä�氏名�住所等Á橫載Ê�Ô�支出�証明ÜÂ�書疕（疃収書
等）Á必甮àßÿóÎ�

ß¿�韶à人件費ÝÌÛ支出Î�場合÷同様à�支払¹�証明ÜÂ�書疕（疃収書等）ã徴収ä必
甮àßÿóÎÈÝ�É承知¿Â韞¹óÎ�募集甮疃（6ペ�#）�５補助対象橊費�à従¹�É対応韞
¹óÎ�
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